
３３３３ 若者の結婚意思と雇用環境の悪化若者の結婚意思と雇用環境の悪化若者の結婚意思と雇用環境の悪化若者の結婚意思と雇用環境の悪化

（１）（１）（１）（１） 合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係

①合計特殊出生率と未婚率は、負の相関があるが強くはない（図１）。相関は２０代女性と３０代男

性で比較的強くなっている。

②合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い（図２）。

（２）（２）（２）（２） 年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移

①未婚率未婚率未婚率未婚率は、１９７５年頃から、特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇が見られる。未婚

率は、男女ともに、１９７５年から一貫して上昇してきたが、２００５年からの５年間は上昇が減速。

（図３）

②２００５年頃までは、晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因

と考えられる。

③有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率の推移では、１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向にあり、２０１０年は１９８０年の水

準に回復している。（図４）
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【図２】

【図３】
○「いずれは結婚しようと考えている未婚者の割合」「いずれは結婚しようと考えている未婚者の割合」「いずれは結婚しようと考えている未婚者の割合」「いずれは結婚しようと考えている未婚者の割合」は、男女ともに、９割弱男女ともに、９割弱男女ともに、９割弱男女ともに、９割弱で推移しており、依然として高い水準。○若者の結婚願望は、決して低いわけではない。（１）（１）（１）（１）生涯の結婚意思（生涯の結婚意思（生涯の結婚意思（生涯の結婚意思（18181818～～～～39393939歳未婚者）（全国）歳未婚者）（全国）歳未婚者）（全国）歳未婚者）（全国）

（２）結婚の障害の内容（２）結婚の障害の内容（２）結婚の障害の内容（２）結婚の障害の内容（（（（20202020～～～～39393939歳未婚者）（奈良県・全国）歳未婚者）（奈良県・全国）歳未婚者）（奈良県・全国）歳未婚者）（奈良県・全国）○「１年以内に結婚することとなった場合、何か障害になることはあるか」「１年以内に結婚することとなった場合、何か障害になることはあるか」「１年以内に結婚することとなった場合、何か障害になることはあるか」「１年以内に結婚することとなった場合、何か障害になることはあるか」に対し、全国では男女とも約７割が男女とも約７割が男女とも約７割が男女とも約７割が「障害がある」「障害がある」「障害がある」「障害がある」。○障害の内容は、全国では、男女とも「結婚資金（挙式や新生活の準備）のための費用」が他の項目と比べて全国では、男女とも「結婚資金（挙式や新生活の準備）のための費用」が他の項目と比べて全国では、男女とも「結婚資金（挙式や新生活の準備）のための費用」が他の項目と比べて全国では、男女とも「結婚資金（挙式や新生活の準備）のための費用」が他の項目と比べて突出して多く突出して多く突出して多く突出して多く、奈良県の男性も同様だが、奈良県の女性は「職業や仕事上の問題」が最も多い奈良県の女性は「職業や仕事上の問題」が最も多い奈良県の女性は「職業や仕事上の問題」が最も多い奈良県の女性は「職業や仕事上の問題」が最も多い。

（３）若年層の非正規雇用労働者の割合の推移（全国）（３）若年層の非正規雇用労働者の割合の推移（全国）（３）若年層の非正規雇用労働者の割合の推移（全国）（３）若年層の非正規雇用労働者の割合の推移（全国）

（４）雇用形態別２０歳代の年収（男女別）（全国）（４）雇用形態別２０歳代の年収（男女別）（全国）（４）雇用形態別２０歳代の年収（男女別）（全国）（４）雇用形態別２０歳代の年収（男女別）（全国）○２０歳代の正規雇用と非正規雇用の年収を比較すると、いずれの年齢区分でも、正規雇用の年収の方が正規雇用の年収の方が正規雇用の年収の方が正規雇用の年収の方が高い高い高い高い。

第１４回(H22)出生動向基本調査（国立社会保障・人口問題研究所）
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[奈良県]平成25年度奈良県子育て実態調査（子育て支援課） [全国]第14回（H22）出生動向基本調査（国立社会保障・人口問題研究所）
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労働力調査（総務省）※東日本大震災の影響により、平成22年の数値は補完的に推計した値(2010年国勢調査基準)である。

平成25年賃金構造基本調査（厚生労働省）※10人以上の企業（民営・公営）
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「非正規」は、「正社員・正職員以外」の雇用で、短時間労働者以外も含む。

○若年層の非正規雇用の労働者は増加若年層の非正規雇用の労働者は増加若年層の非正規雇用の労働者は増加若年層の非正規雇用の労働者は増加している。○１５～２４歳（在学中を除く）の男性の約３割は非正規雇用であり、２５～３４歳の男性２５～３４歳の男性２５～３４歳の男性２５～３４歳の男性でも約６人に１人が非約６人に１人が非約６人に１人が非約６人に１人が非正規雇用となっている正規雇用となっている正規雇用となっている正規雇用となっている。
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